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1 はじめに
2012年4月時点で、明治大学図書館で稼働している OPAC端末は、 62
台(中央36台、生田 11台、和泉 15台)であった。この OPAC端末は、
WindowsServerのリモートデスクトップ機能とシンクライアントと呼ばれ
るハードディスクを持たない簡易な PCで構成されたシステムである。クラ
イアントとサーパーで、構成されることから、クラサパと略して呼ばれ、多
くの端末を効率的に管理したい、というニーズにこたえる代表的な解決策
となる構成の一つである。
2013年4月の中野図書館開館に伴い、 OPAC端末を増設することとなっ
た。既存のクラサパ構成は十分に安定していたが、別のソリューションを
模索し、 Linuxキオスク構成を採用するにいたった。 Linuxとは、主にサー
バーなどで利用されることが多い OSのことである。また、一定の役割だけ
に特化した端末のことをキオスク端末という。
セキュリティ、個人情報、コスト等の点でLinuxキオスク構成は非常に
優れた仕組である。この仕組を導入するにはいくつかの条件を満たす必要
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があるが、本学の OPAC端末の例では、既存のクラサパ構成よりも優れた
ソリューションになり得ると考えた。
2 OPACシステムの役割と構成
2.1 OPAC端末の役割について
OPAC端末は、主に図書館内に設置され、図書館で所蔵する資料や書誌
情報を検索することに特化した専用の端末である。主に資料検索を使命と
しているため、それ以外の操作を禁止しなければならない。 OPAC自体は、
インターネットに公開された W巴bサ←ビスであり、誰でも利用できる (htp:/
opac.lib.meiji.ac.jp) 0 OPAC端末はこの web上で公開された OPACサービ
スのみを利用するための端末で、運用上それ以外の操作を制限する必要が
ある。それ以外の操作の例をあげると， ~}わゆるネットサーフィンや、オフィ
スソフトの利用等である。
利用者に安心して使ってもらえるように、セキュリティに対して十分に
配慮する必要もある。例えば、 USBメモリ等の記憶媒体を介したウイルス
の混入や、 OSの脆弱性を突いた他のマシンからの攻撃などに対しての対策
が必須である。機能が限定された端末とはいえ、こういったリスクを無視
することはできない。
また、個人情報やプライパシー保護の観点から、操作履歴を残さないこと。
個人のデータ等を誤って端末内に保存してしまうことが無いようにするこ
と等も OPAC端末に要求される役割となる。
OPAC端末の役割をまとめると以下のようになる。
• web公開された OPACサービスのみを利用できること
.不要な操作をできないように設定すること
・セキュリティを確イ呆すること
・個人情報を保持しないこと
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2.2 既存のクラサバ構成について
クラサパ構成についての概略を説明する o 先に示したとおり、シンクライ
アントと呼ばれる簡易な PCから WindowsServerへリモートデスクトップ
接続を行い、実際には、 WindowsServer上で動いている、 InternetlExplorer
の画面をネットワークを通じて転送することによって、シンクライアント
に映し出して動作する。こうような動作を画面転送といい、既存のクラサ
パ構成では画面転送方式を採用している。
クラサパの物理的なマシン構成は次のとおりである。クライアントが全
62台 (2012年4月時点、)、 WindowsServerが4台、電源管理用サーバーが
4台、 UPSが2台となっている。まず、 WindowsServerが4台あるのは、
クライアントが62台あることに対する負荷分散のためと、サーバー障害
発生を想定した冗長構成のためである。電源管理サーバーが4台あるのは、
同一ネットワーク内(サブネット内)に命令を発信するサーバーが必要で
あるためである。本学の図書館は 2012年4月時点で、中央、和泉、生田図
書館の3地区にあり、中央図書館はリパティタワーと研究棟から構成され
るため、合計4つのサブネットで稼働しており、電源管理サーバーもサブ
ネットの数だけ必要となる。 UPSは無停電装置のことであり、この 2台は
WindowsServer4台に対する停電時の給電のため設置している。
クラサパ構成で、は、「セキュリティを確保すること」に対して有効である。
本来であれば、クライアント 62台に対して、定期的にセキュリティアップ
デートやウィルス定義のアップデートを実施しなければならないところを、
WindowsServer4台に対してだけ適切なアップデート作業を行えば、セキュ
リティを確保できるためである。
「不要な操作をできないように設定することJr個人情報を保持しないこと」
は、 WindowsServerでActiveDirectoryを構築し、その中でグループポリシー
を設定することによって実装している。注意すべきは、復数のクライアントが
同時に同じサーバーへアクセスしているので、隣同士のクライアントを適切に
隔離することは簡単なことではないことだ。この辺は、システム導入業者1に
1クラサパ構成の導入・構築業者は富士通株式会社
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設定してもらい、適切に構築していただけたおかげで安定して可動させるこ
とができた。
rweb公開された OPACサービスのみを利用できること」に対しては、
Squidというプロキシサーバーのアクセスコントロールの機能を利用し、許
可した URLのみアクセスできるようにしている。
クラサパ構成は十分に安定稼働しているが、最良で、あるとは言えない。
以下にあげるような課題もある。
・実装するサービスの単純さに対して、システム構成が複雑で、大規模
.画面転送はネットワークの負荷が高い
・クラサパ構成は、物理マシンの寿命もあり、 4"-'5年を目安にリプレイス
をしなければならない。リプレイスの際にはまたーからの再構築作業が
あり効率が悪い
2.3 Linuxキオスク構成
Linuxキオスク構成の目玉機能は、 DVD起動の仕組であるということだ。
LiveDVDと呼ばれることもあるが、 OSをあらかじめ DVDメディアにイ
ンストールしておき、端末本体を DVDにインストールされた OSから起動
させる仕組である。
DVDは端末 l台につき l枚用意し、各端末はドライブにセットされた
DVDから起動してスタンドアローンで動作する。このため、クラサパと異
なり、サーバーやサーバーのための UPS等が不要となる。この時点で、ク
ラサパでの懸念事項であった「システム構成が複雑で大規模J を解消する
ことができる。そもそもサーバーが不要であれば、負荷分散・冗長構成の
設計が不要となる。また、画面転送を行う必要が無いため、「画面転送はネッ
トワークの負荷が高しりという課題も同時に解決できる。
DVD起動する仕組では、機器依存が基本的には無い。クラサパでは、サー
バーと適切に通信できるように設定したシンクライアントが必要になる。
どこかに PCが余っていたからといってそれを流用することなどはできな
い。しかし、 DVD起動であれば、端末の各種ドライパの課題さえ解決でき
ればどのような PCであっても DVDを挿入して起動すればすぐに OPAC端
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末として利用することができる。つまり、リースアップやその他のリプレ
イス案件の際に役割を終えた不特定の機種でも OPAC端末として流用する
ことが可能なのである。実際に、中野図書館に導入したOPAC端末は、中
央図書館で利用者用貸出PCとして設置していたマシンである。これらのマ
シンはハードの保守期間が切れ、リプレイス後に廃棄待ち状態となったも
ので、その中から状態のよいものを選びOPAC端末として転用した。
OPAC端末としての役割実装については、次のとおりである。 rweb公開
されたOPACサービスのみを利用できること」についは、クラサパ同様、
Squidサーバを用いて実現している。「セキュリティを確保すること Jr個
人情報を保持しないこと」については、クラサパ構成よりも強力に実装し
ている。 DVD起動で使用する DVDは、 rDVD四RJであり rDVD-RWJで
は無い。つまり、追加書き込みができない状態のDVDで起動しているた
め、データを保存したり、改Eましたりすることは絶対にできないようになっ
ている。「不要な操作をできないように設定すること」については、今回の
Linuxキオスクを導入するにあたり、Linuxキオスクの構築実績のある業者2
に構築を依頼し、 OSの雛形を作成してもらって実装した。
3 Linuxキオスク構成の評価と目標
本学のOPAC端末の例で評価すると、 Linuxキオスク端末構成は、非常
に優れたセキュリティとコストパフォーマンスを両立できる仕組あると言
える。中野図書館での導入実績で言えば、ハードはゼロ円である o OSの
雛形作成で業者に支払った構築費もクラサパと比べるととても安価である。
しかし、注意が必要なのは、あくまでも Linuxキオスク端末を導入できる
環境には条件があるということだ。
-Microsoft Officeは使えない
-DVD起動なのでHDD起動と比べると多少動作が遅い
-WindowsではなIr'
まず、rMicrosoft0伍ceは使えない」という条件は大きなポイントである。
2Unuxキオスク端末os雛形作成業者は株式会社アルファシステムズ
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本学のOPAC端末では問題とならないが、通常の貸出PCではこの条件で
導入することはできない。多くの学生がレポートや論文作成に Microsoft
Officeを利用しているため、そのような利用が想定されるところでは、採
用することはできないだろう。 'DVD起動なのでHDD起動と比べると多少
動作が遅い」については、メモリキャッシュ等の機能も働くためそれほど
気にならないかもしれないが、許容できるかどうかは導入前によく検討す
る必要があるだろう。 'Windowsではなし当」については、免疫があるかどう
かで印象がかなり違うし、管理側にある程度の知識が求められる。市販さ
れる PC周辺機器の多くは 'Windows対応」であるが、公に 'Linux対応」
と調うような製品は少ない。使えないことはないのだが、そこは管理者側
にも技量が求めらるところである。
Linuxキオスク端末はスタートしてまだ日が浅いが、目標は 10年もつシ
ステムとすることである。先に示したように、 4'"'-'5年で物理的なハードの
限界を迎えるため、建物等と違い、システムの分野で 10年以上もつような
仕組を実現することは難しい。しかし、 DVD起動のメリットを享受すると、
物理マシンを交換してもまったく同じ仕組を継続して動かすことができる
ため、実現できる可能性はあると考えている。 2012年5月に和泉図書館が
リニューアルした際に、約150台の貸出PCを導入している。4'"'-'5年後には、
機器のサポート期限を迎え、リプレイスの対象となる。その中で状態のよ
いものを OPAC端末として流用するといったサイクルを実現できればコス
トの節減に大きく貢献できるだろうし、業務の負担も減らすことができる。
中野図書館の現場職員からのヒヤリングによると、まだ細かいところで
調整の余地があるが、利用者もそれほど迷うことなく使っているようなの
で、今後も改善を続けて長く使えるシステムとして育ててゆきたい。また、
OPACだけではなく Linuxキオスクを応用したサービスの拡大も視野にい
れたい。
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